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一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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詳しくは，ニュース誌9月号，学会HPを参照してください．

お知らせ

論集58号は，これまで売り切れと
なっていましたが，このたび在庫が確
認されましたので，再度販売を開始い
たします。

地質学論集 第58号
「地震イベント堆積物－深海底から陸
上までのコネクション－」
藤原　治ほか編　169頁　2004年12月
刊行　会員頒価2,900円，送料350円

購入希望の方は，学会事務局までお申込下さい。
FAX 03-5823-1156 E-mail: main@geosociety.jp
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2020年度⽇本地質学会オンライン：名誉
会員証授与･永年会員顕彰ならびに各賞受
賞式・受賞記念講演会：終了しました
2020年9⽉13⽇（⽇）にライブ配信を行いました。当日の内
容は，一定期間YouTubeで限定公開しています。

第1回コロナ禍での地質学教育に関するサ
イバーシンポジウム：終了しました
2020年9月27日（日）にYouTubeライブ配信を行いました。
シンポの内容を一定期間YouTubeで公開中です。

第2回 コロナ禍での地質学教育に関するサ
イバーシンポジウム
　コロナ禍での地質学教育に関する情報交換・共有を目的
とした第2回サイバーシンポジウムを開催します．
　現在の困難な状況で，学校（大学，高等学校等）や研究
所，博物館，ジオパークなどでは，教員や研究者，学芸員
らがそれぞれのできる範囲で苦心して教育・普及活動を進
めています．それぞれの実施事例やアイディアを共有でき
れば，今後しばらく続くと予想される困難な状況でも教育・
普及活動の質の向上あるいは低下抑制が期待できます．大
学や高校での授業（実験や野外実習を含む），卒業研究や修
士研究，研究所や博物館での教育普及活動などをどのよう
に工夫して進めているかについて情報交換・情報共有する
場を提供します．地質学に限らず，野外活動（フィールド
ワーク）や実験・実習を伴う分野の皆様にも広く参加して
いただきたいと思います．
　9月に実施した第1回サイバーシンポジウムでは100名を超
える参加者（視聴者）があり，チャットでのコメントや質
問も数多く寄せられ大変盛況でした．参加者は学会員だけ
でなく非会員の地質を専門としない方も多数おられました．
参加者アンケートでは次回への期待の声が多数寄せられま
した．今回は海外で活躍する方にも話題提供していただき，
国際的な情報交換・共有も目指します．

日本地質学会
行事委員長 星 博幸

開催日時：2020年11月29日（日）9:30-12:15
開催方法：YouTubeライブ配信（どなたでも視聴可能，事
前申込不要，参加費無料）

プレゼンター（予定）
＜大学＞
 ・	北島弘子（テキサスA&M大学，College of Geosciences）

 ・	安原盛明（香港大学，School of Biological Sciences）
 ・	尾上哲治（九州大学理学研究院）
 ・	金丸龍夫（日本大学文理学部）
＜高等学校＞
 ・	福本奈由（大阪府立茨木高等学校）
 ・	大信田彦磨（愛知県立海翔高等学校）
＜研究所・博物館＞
 ・	荒岡大輔（産業技術総合研究所地質調査総合センター）
 ・	田中庸照（国立科学博物館）

その他：
 ・	各プレゼンテーションは15分（発表12分＋ライブ質疑応

答３分）．
 ・	途中5～10分程度の休憩をはさみます．
 ・	視聴者の皆様はYouTube上で質問・コメントを書き込み，

ライブ総合討論ではそれらを活かしたディスカッション
を行います．

 ・	接続URLや発表タイトル等の最新情報は学会ウェブサイ
トに掲載します．

問い合わせ先：日本地質学会事務局（main@geosociety.jp）

第18回日本地質学会ジュニアセッション 
～小・中・高校生徒「地学研究」発表会～
　9月30日に申し込みを締め切りました．本年は16校・18件
の参加があり，現在理事による審査・コメント作成中です．
審査結果等は，改めてご報告いたします．

ショートコース
第１回：2020年9月19日（土）：終了しました．
＜午前＞ 東北アジア及び日本列島の地体構造発達史：辻森 
樹（東北大学）
＜午後＞ 大陸成長から見るたのしい太古代研究：沢田 輝

（海洋研究開発機構）

第２回 ：2020年10月24日（土）：申込を締切ました
＜午前＞ 層序学の基礎と応用：高嶋礼詩（東北大学）
＜午後＞ 統計解析言語Rを用いた地球科学データ解析基礎
実習：上木賢太（海洋研究開発機構）

• オンライン各賞表彰・受賞記念講演会
• 第1・2回ショートコース
• コロナ禍での地質学教育に関するサイバーシンポジウム
• 日本地質学会ジュニアセッション（旧小さなEarth Scientistのつどい）
• JABEEオンラインシンポジウム：2021年2月末～3月上旬開催予定
• �若手会員のための地質関連企業の研究サポート：地質系のキャリア情報誌を刊行し各大学地質学系教室に

配布予定．　ほか

2020年名古屋大会代替企画
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2020代替企画

構造地質部会2020年度オンライン例会

会期：2020年10月7日（水）～9日（金）終了しました

第20回日本地質学会四国支部総会・講演会
会期：2020年12月5日（土）13:00～17:45
開催様式：WEB（Zoom）

※参加・発表締切：11月20日（金）
　詳細は本誌9ページ「支部コーナー」参照．

JABEEオンラインシンポジウム
「自然災害列島における地質技術者の育成
－大学統合期における地質学教育－」
　近年，日本列島各地では豪雨や台風による災害が頻発し
ている．加えて地震や火山による災害も多発している．同
時に今年は，新型コロナウィルス（COVID-19）禍のため，
防災・減災のための調査，対策などの行動に制限が加わり，
さらに専門教育や普及活動にも弊害が生じている．
　これらの自然災害は，日本列島の地質や地形に密接な関
係をもって発生している．このような日本列島に住む我々
が防災・減災により安全で安心した生活をおくるためには，
足下の自然の特徴を科学的に把握して，対策をたてること
が重要である．同時に，それに携わる人材の輩出，育成が
社会から求められている．
　大学における地質学の専門教育に加え，卒業後の地質技
術者としての養成教育は，この社会の要請に応えるもので
あり，今後，一層精力的に行われなければならない．一方，
大学では国立大学の統合や大学教員の削減など，充実した
専門教育の展開が困難になっている．
　日本地質学会では本テーマを議論するため名古屋大会での
シンポジウムを企画したが，新型コロナウィルス禍のために

同大会が順延となった．代替企画としてオンラインシンポジ
ウムを開催し，大学における技術者育成プログラム（JABEE：
日本技術者教育認定機構）を通じて，大学での地質学教育の
あり方と今後，地質技術者の養成の現状と将来，企業での地
質技術者の継続教育（CPD）について考えていきたい． 

2020年10月
地質技術者教育委員会

委員長　天野一男

日時：2021年3月7日（日）14:00～16:40（予定）
配信方法：ZoomにYou Tubeを連動させるオンライン方式
参加費無料．Zoom参加者は事前登録制．

プログラム（予定）【敬称略】 
①�開会挨拶・趣旨説明　　理事・地質技術者教育委員会委

員長　天野一男（東京大学空間情報科学研究センター客
員研究員）

②�「JABEEの現状（仮）」三田清文（一般社団法人日本技
術者教育認定機構専務理事）

③�「大学におけるJABEE教育その1（仮）」理事・広報委員
長　坂口有人（山口大学理学部教授）

④�「大学におけるJABEE教育その2（仮）」地質技術者教育
委員会委員　竹内真司（日本大学文理学部教授）　

⑤�「企業におけるJABEE修了生とCPDの必要性(仮)」　 中
川　渉（応用地質株式会社取締役経営企画本部長）

⑥�JABEE修了生におけるJABEEのメリット（仮）」　 井田
貴史（応用地質株式会社エネルギー事業部専任職）

⑦�「JABEEコースの学生におけるJABEEのメリット(仮)」　
島根大学総合理工学部の学生を予定

⑧�「地質学会のJABEEとCPDに対する取り組み（仮）」理
事副会長・地質技術者教育委員会副委員長　佐々木和彦

（応用地質㈱）
⑨�「総合討論：大学の生き残りをかけた教育の質の保証と

社会への貢献（仮）」 
⑩�閉会挨拶

※�最新の情報は，随時学会ホームページに掲載します．ま
た，ニュース誌，geo-Flashでもお知らせいたします．

2020代替企画
まだまだ企画進行中です
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本会以外の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

ご案内

第30回
環境地質学シンポジウム

主催：社会地質学会
共催：(NPO)日本地質汚染審査機構，日本情
報地質学会，日本第四紀学会，一般社団法人
日本鉱物科学会
後援：一般社団法人日本地質学会
2020年11月27日（金）～28日（土）
開催方式：WEB開催（Zoomミーティング使
用予定）
特別講演：国連アジア太平洋経済社会委員会　
秋山愛子 氏

（仮）「インクルーシブ社会へ向けて」
招待講演：名古屋大学博物館 教授（環境地
質学） 吉田英一 氏

「球状コンクリーション：理解と応用」
招待講演：第一工業大学 工学部 自然環境工
学科 教授 田中龍児 氏

（仮）「ドローンによるインフラのヘルスチェ
ック手法と露頭観察への応用」
参加費（論文集代含む・事前登録必要）
社会地質学会会員　3,000円
非会員参加費　5,000円
学生の参加費は無料（ただし論文集なし）
※共催・協賛団体会員は非会員参加費から一
律1,000円引
詳 細 情 報 等 はHPを 参 照 し て く だ さ い．
https://www.jspmug.org/

海と地球の
シンポジウム2020

日程：2020年12月17日（木）～18日（金）
【開催概要】
東京大学大気海洋研究所（AORI）と海洋研
究開発機構（JAMSTEC）は，JAMSTECが
運用する研究船等を利用し，全国の研究者・
技術者・学生等により行われた研究や技術開
発の成果報告会として，今年度12月にオンラ
インにて，「海と地球のシンポジウム2020」
を開催いたします．

【目的・対象】
研究船等を利用する多様な分野における最近
の成果が発表され，分野横断的な意見交換な
どにより新たな研究・技術開発のきっかけを
得る機会となることを目指しています．
研究船等を利用された皆様に積極的に成果を
発表いただくとともに，研究船等をまだ利用

されたことのない研究者・技術者・学生等の
皆様にぜひ参加いただきたく，ご登録をお待
ちしております．
研究船等を利用して得られた最近の成果を報
告する「口頭発表」と，特に優れた成果や海
洋科学の面白さを伝えることができるような
テーマを「特別発表」として予定していま
す．
全ての発表は，Web会議システム（zoom）
を用いて，開催当日にライブにて行います．
プログラムの詳細は，2020年11月中旬頃に下
記のHPにて公開いたします．
詳しくは，HPを参照してください．
http://www.jamstec.go.jp/j/pr-event/ocean-
and-earth2020/

教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

山形大学学術研究院
（理学部主担当）

テニュアトラック助教
（女性限定）の公募

職名及び人員：助教 １名 
所属：山形大学 学術研究院 （理学部主担当） 
専門分野：地球科学分野（水文学，地質学，
地球物質科学，地球化学など） 
採用予定年月日：令和 3 年 4 月１日以降の
できるだけ早い時期 
職務内容：職位に応じた学部・大学院におけ
る研究活動および教育・運営 
任期：5年間．ただし着任時から3年以降に審
査を行い，テニュア取得基準を満たしている
場合は，翌年度から任期の定めのない教員と
して採用します．なお，現在「国立大学法人
等人事給与マ ネジメント改革に関するガイ
ドライン」に基づき，本学の新年俸制及びテ
ニュアトラック制の 導入を検討しており，
採用時点で新年俸制及びテニュアトラック制
が導入されている場合は，新制度が適用され
ます．新年俸制及びテニュアトラック制が整
備され次第ホームページに公表します． 
応募資格：（1）女性であること．「男女共同
参画社会基本法」の趣旨に則って男女共同参
画を推進するため，女性に限定した採用を行
うものです．（2）博士の学位を有する，ある
いは令和 3 年 3 月末までに取得見込みの方．

（3）本学に所属する教員と共同して，結晶質
岩中の物質移動現象に関する先端的研究を推
進で きる方．（4）小中高の生徒に対する研
究普及活動や市民に対する防災教育など地域
貢献活動に積極的に 貢献できる方． 

応募締切：令和2年11月13日（金）必着 
問い合わせ先 ：
教員候補者選考委員会委員長 金井塚 勝彦 
E-mail: kanaizuka@sci.kj.yamagata-u.ac.jp 
応募賞類や提出先等公募の詳細は，下記を参
照してください．
https://www.sci.yamagata-u.ac.jp/recruit/

北海道大学大学院
理学研究院地球惑星科学部門
地球惑星システム科学分野

教員公募

募集人員：教授1名
所属：大学院理学研究院 地球惑星科学部門 
地球惑星システム科学分野
専門分野：岩石学，火山学，構造地質学
職務内容：
1）本分野の教員と協力して教育研究を行う
2）本分野の1G または6G（下記）の教育研
究を先導する
3）全学教育（初年次教育）および地球惑星
システム科学関連の学部・大学院教育を担当
する
応募資格：
1）博士号を取得していること
採用時期：2021年4月1日以降のできるだけ早
い時期
提出期限：2020年12月1日（火）必着
提出先・問合せ先：
〒001-0021 札幌市北区北21 条西10 丁目
北海道大学 創成研究機構 IIL北海道大学大学
院理学研究院
地球惑星システム科学分野
圦本 尚義
電話：011-706-9173 (dial in) FAX：011-706-9173
電子メール：yuri@ep.sci.hokudai.ac.jp
応募書類等公募の詳細はWEBサイトを参照
してください．
http://www.sci.hokudai.ac.jp/grp/sys-web/
sys-web/2020/10/15/post-21.html

日本地質学会に寄せられ
た候補者の募集・推薦依
頼等をご案内致します．

各賞・
研究助成

第61回
藤原賞受賞候補者推薦依頼

推薦の対象：自然科学分野に属するものとし
ます．
受賞候補者：日本の国籍があり，且つ日本在
住の方であれば，ほかに賞を受けられた方で
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も，また以前に推薦された方でも結構です．
＊受賞候補者には必ず所属組織・研究機関の
長又は相当する学識者の推薦が必要です．

（受賞候補者は原則として受賞対象題目1件に
つき1人とします．）
推薦要項書：必要事項を記入してお送り下さ
い．なお参考資料として，受賞候補者の受賞
対象題目と関係する主要論文テーマ（10 篇
以内）のリストおよび主要論文3 篇をPDF化
して送信して下さい．送信頂くPDFファイ
ルは，①推薦要項書と主要論文テーマリス
ト，②主要論文1，③主要論文2，④主要論文
3，に分けて下さい．
選考：5 つの分科（①数学・物理，②化学，
③工学，④生物・農学，⑤医学）に分けて行
いますので，推薦要項書1ページ上段の希望
分科欄に推薦者が考えた希望の分科を○印で
囲んでください．ただし，決定は選考委員会
が行います．
受賞者の決定：2021年5月中旬とし，贈呈式
は2021年6月17日（木）に行います．
推薦要項書提出締切日 ：2020年12月15日（火）

（学会締切：11月30日（月））
推薦要項書送り先： 〒104-0061 東京都中央
区銀座3丁目7番12号
公益財団法人　藤原科学財団 TEL (03) 3561-
7736
FAX (03) 3561-7860
募集要項書等，詳しくは，http://www.fujizai.
or.jp

日本科学未来館「研究エリア」
入居プロジェクト募集のお知らせ

科学技術振興機構日本科学未来館では，大
学・研究機関が行う研究プロジェクトの拠点
としてご利用いただける「研究エリア」へ入
居するプロジェクトを募集しています．
この事業では，先端の科学技術研究の成果を
創出するための場や，研究内容・成果を市民
へ紹介し対話する機会，研究活動への市民参
画を促す機会を提供することを目的としてい
ます．
募集施設：3室（57～114㎡ /1室）
※入居プロジェクトは付帯施設（面積285㎡，
天井高8ｍの開発・実験スペース等）も利用
いただけます．
募集締切：2020年11月27日（金）正午
入居時期：2021年4月以降
お問い合わせ先：
科学技術振興機構　日本科学未来館　事業部
プログラム企画開発課研究エリア担当
https://www.miraikan.jst.go.jp/contact/
research-facilities.html
詳しくは以下をご覧ください．
https://www.miraikan.jst.go.jp/research/
facilities/koubo/

山田科学振興財団2021年度
研究援助候補者推薦募集

研究援助の趣旨
1. 萌芽的・独創的研究
2. 新規研究グループで実施される研究
3. 学際性，国際性の観点からみて優れた研究
4. 国際協力研究
評価が定着して研究資金が得やすいものよ
り，萌芽的で将来の発展が期待される基礎研
究の計画を重視します．
援助対象期間：採択日(2021年8月中)～2023年
3月末日(約1年半）
援助額等：1件当たり100～500万円，援助規
模は2020年度と同程度

（2020年度実績：総額4,000万円，採択件数19
件）を予定しています．
受付期間：2020年10月1日～2021年2月28日　

（注）学会推薦です（地質学会の推薦枠：3
件）．推薦を希望される方は，2021年2月10日
までに応募書類を整えて，学会までご連絡く
ださい．
問い合わせ先：公益財団法人　山田科学振興
財団
〒544-8666　大阪市生野区巽西1-8-1
ロート製薬株式会社本社内
Phone: 06-6758-3745　Fax: 06-6758-4811
E-mail: office@yamadazaidan.jp
URL: https://yamadazaidan.jp/
詳 し く は，https://www.yamadazaidan.jp/
jigyo/bosyu_kenkyu.html
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地震による地すべり災害
―2018年北海道胆振東部地震―

「地震による地すべり災害」
刊行委員会 編

北海道大学出版会　2020年9月発行，
B5版，355ページ，
ISBN978-4-8329-8235-2，定価6,300円+税

　第4部～第6部：�地震地すべりの事例（テフ
ラ層すべり，岩盤地すべ
り，造成地の地すべり）

　第7部：�地震地すべりの発生・移動メカニ
ズムと発生場の特徴

　第8部：�地震による都市の地盤変動とその
対策

　第9部：�行政機関などの対応と対策
　第10部：�地震地すべりによる被害を軽減す

るために
　これらによって，地震と地すべり災害を把
握するための５W １Hはほぼ網羅されている
といえる．すなわち，いつ，どこで，だれが

（あるいはなにが），なにを，なぜ，どのよう
に，の多くの事例が取り上げられている．た
とえば，8千箇所とも1万箇所ともいわれ（ぜ
ひ，共通で使える番号を付けてほしいもの
だ），44名にのぼる犠牲者の大半の死因とな
った，多数で高密度のテフラ層すべりは衛星
画像や空中写真，航空レーザ測量など最新の
手段によって位置や規模が把握され，これま
でのテフラ層序学や地形学の成果によってす
べりの発生層準があきらかにされ，地域地質
学や土質力学，地下水学から分布や機構の解
釈がなされている．また，札幌市や厚真町な
どで発生した谷埋盛土の変状についても踏査
のみならずボーリングやトレンチ，原位置や
室内での計測，試験を基に機構が議論されて
いる．このように，取り上げられている事例
も豊富であるが，解析，考察の視点と手法も
また多様であり，応用地質技術者としての私
にも非常に有益であった．
　もちろん問題が残っていないわけではな
い．たとえば各所で発生した岩盤すべりにつ
いて，記述は多く，機構についても検討され
ているが，まだ納得のいく説明がなされてい
るわけではないように感じられる．ただし，
これは本書の欠陥ではなく，地震時における
岩石の破壊という事象に関する現時点での理
解不足と捉えるべきだろう．そのほかにも，
今回の地震地すべりから引き出される課題は
多数ある．本書を第一歩としてさらに考究が
深まることに期待したい．
　本書の最後，第10部には地震地すべりによ
る被害を軽減するための方策や提言，学会活
動の記録と課題がまとめられている．テフラ
層の詳細な分布図を作成することや地震地す
べりの痕跡を見つけ出すこと，谷埋盛土の分
布や性状を明らかにすること，ハザードマッ
プの作成やアウトリーチなど，地質研究者，
技術者を中心に行うべき活動も多いことがこ
こに示されている．
　細かい注文は多少ある．とくに，せっかく
精細な写真や図が多数あるのだから，版のサ
イズをA4（これは以前に発行された『地震
による斜面災害』（地すべり学会北海道支部 
編，1997）と同じ）にして，より大きく見ら
れるようにしてほしかった．それはともか
く，応用地質学，社会地質学に関連する会員
のみならず，テクトニクス，岩盤力学，火山
学，地震学など，広範な専門分野の会員が本

　近年，コロナ禍も含め災害に遭遇する機会
が多い地質学会の学術大会であるが，2018年
の札幌大会も会期最中の9月6日未明に発生し
た北海道胆振東部地震に見舞われ，多くのプ
ログラムの中止を余儀なくされた．全道的な
ブラックアウトに難儀した会員も多かったろ
うし，早い段階で報道に接することができた
人は，胆振の丘陵地帯で群発した地すべりや
札幌市内での液状化の映像に驚かれたに違い
ない．
　この地震から2年を経て出版されたのが本
書である．日本地すべり学会，北海道地すべ
り学会，日本応用地質学会，北海道応用地質
研究会，という応用地質学関連の団体が合同
して立ち上げた刊行委員会によるものであ
る．地質学会はここに加わっていないが，会
員は多くの貢献をしている．地すべり災害誌
として重要なものであるのでここに紹介す
る．
　本書には序章から始まる以下の10部54編の
報告が納められている．執筆者は北海道内外
の研究者，技術者，公的機関の職員，報道関
係者など131人に及ぶ．
　第1部：地震の発生と地震動
　第2部：�地震地すべり発生の素因と変動の

分類
　第3部：�地震地すべりの分布とその特徴

書を手がかりにいろいろな考察を進めていた
だければありがたいと思い，お薦めするもの
である．大部の報告書であるため，多少値は
張るが，その価値は十分にある．北海道大学
出版会（hupress_1@hup.gr.jp）に地質学会
会員割引を希望する旨連絡すれば，割引価格

（＋送料，5部以上の一括注文は無料）で入手
できる．

（永田秀尚）

紹　介
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意見・提言

日本学術会議第25期推薦会員任命拒否に関する 
緊急声明へ賛同しました

　現在，日本学術会議の推薦会員の任命を巡っていろいろな報
道がなされています．日本地質学会が所属する日本地球惑星科
学連合においても，対応について議論がなされました．また他
の学術連合においても同様な議論がなされ，それらの結果とし
て，複数の学会連合が共同声明（下記）を出すことになりまし
た．日本地質学会は，日本地球惑星科学連合および自然史学会
連合の参加学会として声明に賛同いたしました．

2020年10月10日
会長　磯崎行雄

-----------------------------------------------------------------------------------

2020年10月9日（金）

日本学術会議第25期推薦会員任命拒否に関する緊急声明

–自然史学会連合，日本数学会，生物科学学会連合，
日本地球惑星科学連合，日本物理学会，他 90 学協会–

自然史学会連合　　　　　　　　　　　代表 大路樹生
一般社団法人日本数学会　　　　　　　理事長 寺杣友秀
生物科学学会連合　　　　　　　　　　代表 小林武彦
公益社団法人日本地球惑星科学連合　　会長 田近英一
一般社団法人日本物理学会　　　　　　会長 永江知文

（五十音順）

自然史学会連合，日本数学会，生物科学学会連合，日本地球惑
星科学連合，日本物理学会，他 90 学協会は，第２５期日本学
術会議会員候補者の一部について，政府により理由を付さずに
任命が行われなかったことに関して憂慮しています．従来の運
営をベースとして対話による早期の解決が図られることを希望

いたします．

共同声明に賛同する学協会（2020年10月9日13時時点）

自然史学会連合
一般社団法人日本数学会
生物科学学会連合
公益社団法人日本地球惑星科学連合
一般社団法人日本物理学会

形の科学会，個体群生態学会，種生物学会，植生学会，水文・
水資源学会，生態工学会，生命の起原および進化学会，染色体
学会，地衣類研究会，地学団体研究会，地球環境史学会，地理
科学学会，地理情報システム学会，東京地学協会，東北地理学
会，特定非営利活動法人日本火山学会，日本サンゴ礁学会，日
本プランクトン学会，日本ベントス学会，日本リモートセンシ
ング学会，日本遺伝学会，日本宇宙生物科学会，日本衛生動物
学会，日本温泉科学会，日本花粉学会，日本解剖学会，日本海
洋学会，日本貝類学会，日本活断層学会，日本気象学会，日本
魚類学会，日本古生物学会，日本昆虫学会，日本昆虫分類学会，
日本細胞生物学会，日本時間生物学会，日本実験動物学会，日
本植生史学会，日本植物学会，日本植物形態学会，日本植物生
理学会，日本植物分類学会，日本神経化学会，日本神経科学学
会，日本進化学会，日本人類学会，日本水文科学会，日本生化
学会，日本生態学会，日本生物教育学会，日本生物地理学会，
日本生物物理学会，日本生理学会，日本雪氷学会，日本藻類学
会，日本測地学会，日本大気化学会，日本第四紀学会，日本蛋
白質科学会，日本地衣学会，日本地学教育学会，日本地球化学
会，日本地形学連合，日本地質学会，日本地震学会，日本地図
学会，日本地理学会，日本蜘蛛学会，日本鳥学会，日本動物学
会，日本動物分類学会，日本農業気象学会，日本農芸化学会，
日本発生生物学会，日本比較生理生化学会，日本比較内分泌学
会，日本微生物生態学会，日本分子生物学会，日本分類学会連
合，日本味と匂学会，日本免疫学会，日本薬理学会，日本有機
地球化学会，日本陸水物理学会，日本鱗翅学会，日本霊長類学
会，日本惑星科学会，日本哺乳類学会，日本蘚苔類学会，物理
探査学会
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C A L E N DAR
2020.11～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2020年
■11月　Nobember
第74回日本人類学会大会（WEB）
11月1日（日）～11月3日（火・祝）
http://anthrop-meeting.sakura.ne.jp/

ICDP掘削提案促進ワークショップ
「新たな掘削提案の展望-陸上から海
洋まで-」
11月5日（木）～6日（金）
オンライン開催
主催：日本地球掘削科学コンソーシアム

（J-DESC）
どなたでも参加できます。
http://j-desc.org/icdp_ws_2020/

日本堆積学会2020年オンライン大会
11月7日（土），14日（土）：特別講演・個人
講演，懇親会
参加費：一般会員，学生会員，非会員一般，

非会員学生 すべて無料
http://www.sediment.jp/04nennkai/2020/ 
2020online_annai.html

（共）日本地球化学会第67回オンライ
ン年会
11月12日（木）～26日（木）WEB上での発
表資料に対する議論
11月19日（木）～21日（土）Zoomでのセッ
ション企画

（注）地質学会員は地球化学会員と同じ参加
費（一般：2000円／学生：無料）で参加可
https://www.geochem-conf.jp/

第31回 地質汚染調査浄化技術研修会
11月13日（金）～115日（日）
会場：NPO法人日本地質汚染審査機構　関
東ベースン実習センター（千葉県香取市）
参加費用:会員45,000円・非会員 55,000円・学
生：15,000円＊要事前申込
http://www.npo-geopol.or.jp/sympo.htm

（協）第36回ゼオライト研究発表会
11月19日（木）～20日（金）
場所：富山国際会議場
https://jza-online.org/events

堆積学スクール2020
「石油地質学の基礎と地下地質データの堆積
学的解析」
11月21日（土）〜 22日（日）
実施形態：Zoomを使用したオンライン開催
参加費：一般会員・学生会員 無料，非会員

一般2,000円，非会員学生 1,000円
申込締切：11月13日（金）
http://sediment.jp/04nennkai/2020/school.
html

（後）第30回環境地質学シンポジウム
11月27日（金）～28日（土）

［オンライン開催］（Zoom使用予定）
https://www.jspmug.org/envgeo_sympo/ 
30th_sympo/30th_sympo.html

■12月　December
海と地球のシンポジウム2020（オン
ライン）
東京大学大気海洋研究所・JAMSTEC共催
12月17日（木）～18日（金）
http://www.jamstec.go.jp/j/pr-event/ocean-
and-earth2020/

地質学史懇話会
12月25日（金）13:30より
会場：北とぴあ　701号室（東京都北区王子）
志岐常正：戦後京大地質学教室史-その虚像
と実像／矢島道子：『地質学者ナウマン伝』
を上梓して
問い合わせ先：矢島 pxi02070@nifty.com

注意：新型コロナウィルス感染拡大の影響
により，行事中止の可能性もあります．実
際の行事開催の有無については事前に各主
催者，問い合わせ先にご確認ください．

第11回惑星地球フォトコンテスト：入選
「活火山のある暮らし」

写真：迫　勇（鹿児島県）

【撮影場所】鹿児島県 垂水市海潟の高台より桜島を撮影

【撮影者より】2019年11月12日23時07分，南岳山頂火口噴火により赤く染まる桜島です．しばらく活動がおとなしめでしたが，

この頃，噴火が活発化しており，チャンスを伺っていました．突如訪れたその瞬間は全身鳥肌もの．自然の脅威と美しさを同

時に感じた瞬間でした．とはいえ，これは日常の光景．この瞬間も麓では車が走っていました．大噴火が心配されてはいます

が，火山と共生する桜島の暮らしを今後も撮っていきたいと思います．

【審査委員長講評】桜島は、2010年～2015年は南岳昭和火口からの噴火が盛んでしたが、現在は南岳山頂からの噴火が続いて

います。何日も通っても運が良くなければこのような噴火には出会いません。この撮影地点からは望遠レンズで噴火のみを捉

えがちですが、作者は噴火とともにそこに住む人々の暮らしを写し込む着眼点が良かった。

【地質学的背景】噴火で放出された火山弾が，桜島の8合目付近まで赤く染めています．昼は黒く見える火山弾も実は赤熱する

くらい高温なのです．桜島では「噴火警戒レベル3」が続いていて，南岳山頂火口と昭和火口から2km以内の区域への立ち入

りができません．現在の規模の噴火が続く限り，大きな噴火災害は起こらないと思いますが，桜島大正噴火（1914年）規模に

なると，桜島島内だけでなく周辺市町村でも注意が必要になります．（井村隆介：鹿児島市大学）

表紙紹介
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支部コーナー
☆四国支部

お知らせ

第20回四国支部 総会・講演会のご案内

　標記総会・講演会を，下記の通り，WEBで開催します．巡
検・懇親会は実施しません．四国支部発足20周年を記念して，
小松正幸先生（元愛媛大学学長／元理学部地球科学科教授）お
よび山本明彦先生（元愛媛大学理学部地球科学科教授）による
記念講演を予定しています．講演会の参加に対して，技術者継
続教育（CPD）の単位が認定されます．認定証の発行部数把握
のため，CPD単位を希望される方は参加申し込み時にその旨お
知らせ下さい．

＜講演会＞
　日時：2020年12月5日（土） 13:00～17:05（予定）
　場所：�WEB開催（Zoomおよび愛媛大学理学部地学コース

HP）（本部：愛媛大学理学部）
＜総会＞
　日時：�2020年12月5日（土） 17:15～17:45（予定）（講演会終

了後）
　場所：�WEB開催（Zoom）（本部：愛媛大学理学部）

講 演 会 参 加・ 発 表 申 込 先： 鍔 本（ 四 国 支 部 事 務 局 ）：
tsubamoto@sci.ehime-u.ac.jp

参加・発表申込締切：11月20日（金）

 ・	日本地質学会の会員でない方も参加可能です．
 ・	参加申込の際には，氏名・所属・連絡先・電子メールアドレ

スを記してください．申し込みをされた方には，後日，
Zoomの参加方法をお知らせします．

 ・	発表申込の場合は，参加申込と同時に，演題・希望発表形式
（口頭/ポスター）・学生による発表の場合はその趣旨，を付
記し，講演要旨ファイル2つ（PDFとWord）を併せて添付し
て下さい．書式は地質学会学術大会と同様とします．テンプ
レ ー ト は， 地 質 学 会 のHP（http://www.geosociety.jp/
science/content0079.html）からダウンロードできます．

 ・	口頭発表（Zoom）の時間は，1件15分（発表12分＋質疑応答
3分）とします．口頭発表は，時間の都合上，8件まで受け付
けます．

 ・	ポスターは，事前にPDFファイルを事務局へ送ってください
（締切：12/2（水））．ポスターのPDFは，1枚ものにして，
A0サイズを目安に作成してください．PDFファイルの容量
は，20MB以下としてください．送っていただいたPDFは，
事務局でパスワードによるセキュリティをつけて（印刷等を
不可にして）サーバに掲載します．

 ・	ポスター発表する人は，Zoomでの3分間紹介（質疑応答なし）
もありますので，準備をお願いします．

 ・	学生による優秀な口頭発表・ポスター発表には「優秀講演
賞」・「優秀ポスター賞」を授与します．今回は，賞の決定は
講演会当日ではなく，後日になります．
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2021 年４月〜 2022 年３月の会費額は
下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は 12 月 23 日（水）です．
　2021 年度分会費の引き落とし日は 12 月 23 日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．こ
れより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツ
カイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
　新たに会費の引き落としをご希望の方は，巻末の振替依頼書を 11 月 9 日（月）までに事務局までお送り下さい．また，すでに引き
落とし手続きが完了している方で，学部学生割引と院生割引会費の適用を希望される学部生，院生（研究生）の方は 11 月 20 日（金）
までに学部学生割引会費・院生割引会費申請書をご提出下さい．期日までにご提出いただけない場合は，正会員の会費で引き落としが
かかります．ご了解下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
　12 月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
 　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
 　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ
ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

　（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

2021 年度の会費払込について

	 会員資格	 2021 年 4 月〜 2022 年 3 月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2020 年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2021 年度会費
にのみ適用となります．

　正会員	 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請	 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請	 5,000 円

災害に関連した会費の特別措置のお知らせ

　日本地質学会では，災害救助法適用地域で被災された会員の方々のご窮状をふまえ，申請により会費を免除いたします．「日本
地質学会に届出の住居または勤務地が災害救助法適用地域に該当する会員のうち，希望する方」は2020年度もしくは2021年度会費
を免除いたします．
　適用を希望される会員は，1. 会員氏名，2. 被災地，3. 被災状況（簡潔に）を添えて学会事務局にお申し出下さい（郵送，FAX，
e-mail、電話のいずれでも可）．

申請締切：2020年11月30日（月）（※次年度会費請求の都合により）
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2021年度（2021．4～2022．3）学部学生割引・院生割引会費の受付開始

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．つきましては，次年度（2021年度）の会費についての申
請受付を開始いたしますので，該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください（郵送
に限る）．会費請求書発行の都合もありますので，請求書発行前の受付〆切りは11月20日（金）
といたします．とくに口座自動引落で会費を納入されている方は，この期日までに申請書をご提
出下さい．なお，これまで（～2020年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は
終了していますので，2021年度分の申請のみ適用となります．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2021年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒101-0032　東京都千代田区岩本町2－8－15　井桁ビル6階
一般社団法人日本地質学会

2021年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第2章第7条第1項（1）に基づき，2021年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）

を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　

会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院 研究科
専攻

前期 ・ 後期
年在学中

2021年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．

指導教員（等）
　　所属：
　　氏名：� 印  　

請求書発行前受付〆切

2020年11月20日（金）
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SMBCファイナンスサービス株式会社

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

☎03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先）
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

捨印
ゆうちょ銀行を除く

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

SMBCファイナンスサービス株式会社

取
扱

店 日

附
印

令和　　年　　月　　日
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一般社団法人日本地質学会
The Geological Society of Japan

理  事

監  事　

会長（代表理事）

副会長

常務理事
副常務理事
執行理事

理　事

磯﨑行雄（東京大学）

佐々木 和彦（応用地質（株））
平田大二（神奈川県立生命の星・地球博）
　
中澤　努（産業技術総合研究所）
岡田　誠（茨城大学）
ウォリス サイモン（東京大学）
緒方信一（中央開発（株））
大藤　茂（富山大学）
狩野彰宏（東京大学）
亀高正男（（株）ダイヤコンサルタント）
小宮　剛（東京大学）
坂口有人（山口大学）
高嶋礼詩（東北大学）
辻森　樹（東北大学）
星　博幸（愛知教育大）
松田達生（工学気象研究所）
矢部　淳（国立科学博）

上松佐知子 （筑波大学）
芦　寿一郎 （東京大学）
天野一男 （東京大学）
安藤寿男 （茨城大学）
内野隆之 （産総研）
尾上哲治 （九州大学）

笠間友博 （箱根ジオミュージアム）
亀尾浩司 （千葉大学）
亀田　純 （北海道大学）
川端清司 （大阪市立自然史博）
北村有迅 （鹿児島大学）
清川昌一 （九州大学）
後藤和久 （東京大学）
小松原純子 （産総研）
齋藤　眞 （産総研）
杉田律子 （科学警察研）
竹下　徹 （北海道大学）
内藤一樹 （産総研）
納谷友規 （産総研）
奈良正和 （高知大学）
西　弘嗣 （東北大学）
根本直樹 （弘前大学）
野田　篤 （産総研）
早坂康隆 （広島大学）
藤井正博 （応用地質（株））
細矢卓志 （中央開発（株））
保柳康一 （信州大学）
松田博貴 （熊本大学）
三田村宗樹 （大阪市大学）
道林克禎 （名古屋大学）
矢島道子 （日本大学）
山口飛鳥（東京大学大気海洋研）

岩部良子（応用地質（株））
山本正司（山本司法書士事務所）

任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会

一般社団法人日本地質学会
〒101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル

電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156（振替口座　00140-8-28067）
e-mail: main@geosociety.jp　ホームページ htttp://geosociety.jp

一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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